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(8)温泉を支配する基本法則
































































杉 原 健 :温泉を支配する基本法則
質 疑 応 答
初田 (京 大) 水圧の上昇による循環水の混合の機構はもっと複雑ではないか.
又混合する循環水 も温泉近 くだか ら既に温度が高いのでないだろうか.
豊田 (愛媛大) 混合の割合の大 きいとさはどうであろうか.
循環水 も真水 と見 られるのか.
地質学約の泉の場合でも地下水か,鉱泉_D初生水であるかの反別が必要である.
片山 (東 大) 外界の条件により初生水の変化する場合とはどんなときか･
杉原 初生水が上昇 して晒濁水と接する口に於て,循環水の流れが急 となるとベルヌ-
イの定理によ り.側圧が小 となり,初生水を吸い出す様な状況 となると考えられる




山口 (島根大) 塩素イオンは肥料や嵐の場合には海か らも来ると考えられ,地表に近い部分のCZ
はこの影響 とされる様だが
杉原 三朝附近O-)井戸にはClは100mg/L以上はなく,温泉源流の Cl濃度に比べると
無視できるので,述べ られる様な影響は考えなくともよいと思 う･
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